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はじめに

こんにちは。もしくはおはようございます。ないしこんばんは。コンピュータ部、部長の高井です。

人いわく、まさにコンピュータ部員の典型だそうですが、部長の典型かどうかは不明です。まあそ

れはともかく、部長なので部長です。Do you understand？
今年はとりあえず、コンピュータ部をリファクタリングして最適化したいところです。まずコン

部時間の撤廃を…。しかし、ま、何気に先輩方のおかげで環境の向上が図られつつあってうれしい

限りです。ありがたやありがたや。

まあ何はともあれ、この冊子はそんなコンピュータ部の心得のようなものです。たぶん。新入生

な諸君はこの冊子を読むなり読まないなりして雰囲気をつかんだ気になってください。

平成 16年 4月 5日
京都工芸繊維大学コンピュータ部部長 高井真也
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I 活動

I.1 目的

私たちコンピュータ部では、さまざまな視点からコンピュータに関する知識を深め、それを応用

して何かを創造していこうというのがコンセプトになっています。

I.2 内容

具体的な活動内容としては、

• ソフトウエア開発 (C, C++, Java, Perl, PHP, Lisp等)
• ディジタル回路, 電子回路製作
• ロボット制御
• 勉強会 (ネットワーク, プログラム言語, 情報処理試験, その他)
• インターネットサーバ管理 (部室内サーバ&LAN, kitcc.orgサーバ等)
• 京都工芸繊維大学地域共同研究センターのサーバ管理

などがあります。

I.3 場所

活動場所は主に下の 3箇所です。

• 部室 (東構内, 北東端, 文化部資在庫 1F, 2号室)
• 図書館 3F, セミナー室

通常は部室で活動を行ないます。勉強会や会合などでセミナー室を利用します。

I.4 予算

部費

入部費は 1500円。部費は 1カ月あたり 1000円です。
ただし、5月末日までに一括で 10000円を払えば 1年分になり、2カ月分が免除されます。
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図 I.1: 大学見取図

主な用途

部室内のコンピュータやその周辺機器の購入、k-opti.com(インターネットプロバイダ)への支払
い、松ヶ崎祭の準備などに利用されます。
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II 交流

II.1 ML

部員同士の連絡にはML (Mailing List)を利用します。MLとは、投稿したメールが部員全員に
送付されるシステムです。

本クラブには 3種類のMLがあり、OB用, パソコン用, 携帯電話用があります。これらのMLに
よって、勉強会や部会などの連絡通知を行ないますので、新入部員みなさんに登録していただくこ

とになります。

II.2 顧問

小幡正規教官 (機械システム工学科)で、本クラブの OBでもあります。本クラブの活動にさま
ざまな協力をしていただいています。

II.3 OBおよびAXEについて

本クラブでは、先ほどのMLなどを通じてOBとの交流があります。特に、OBの方が立ち上げ
られた AXE(アックス)という会社には大変お世話になっています。

AXEにいってみると、いろいろ話をしていただいたり、実践的な活動を行なったりすることが
できます。

II.4 kitcc.orgサーバ

AXE の協力によって、本クラブはサーバを保有しています。本クラブのホームページは http:

//www.kitcc.org/にあります。メールサーバもあるので部員は***@kitcc.orgというメールアドレ

スを持つことができます。また IRCサーバもあるので irc.kitcc.orgの port:6667 に IRCクラ
イアントでつなげばチャットに参加する事ができます。新入部員をチャンネル#lobbyでお待ちして

います。

ちなみに kitcc とは Kyoto Institute of Technology Computer Club (京都工芸繊維大学コン
ピュータ部)の略です。
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III 行事予定

本クラブにはさまざまな年間行事があります。その主だったものをあげていきたいと思います。

III.1 新入生歓迎会

毎年 4月末, 5月始にある新入生のための歓迎会です。新入生のみなさんの参加費は無料です。部
員全員の紹介や、OBとの交流、活動に関する会話などができるので、ぜひ参加して下さい。

III.2 松ヶ崎祭

松ヶ崎祭とは本学の文化祭のことです。11月下旬にあります。本クラブもこの松ヶ崎祭で毎年催
しを計画しています。OBの方も多く訪れ、AXEの方もよく来ます。これを機会に交流を深める事
もできます。

教室展示

1年間の活動成果を展示します。本クラブの活動の総決算ともいえるものです。企業関係者との
交流等もあるので、重要です。かつては、電子回路を製作したりする事が多かったのですが、最近

の傾向はゲームやインターネットコンテンツになっています。また、i-modeのアプリを出す人もい
ますし、コンピュータに関係のあるものならとくに展示するものを定めているわけではありません。

半年以上前から計画し、準備を整えましょう。作品は夏休み中に完成させることになると思いま

す。しかし、1回生のうちは無理に展示を行なう必要はありません。Limeに投稿するだけで十分

です。

くろべえ

本クラブの有志で、喫茶店を開きます。これは、参加自由です。
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III.3 Lime作成

Lime (Limited Expression)とは、本クラブの発行する冊子です。松ヶ崎祭の教室展示などで配
ります。内容は、部員の研究成果などを掲載するもので、分野は多岐にわたります。特に松ヶ崎祭

の際に配る Limeは 1年間の活動の成果を部員全員が報告するもので、非常に興味深いものです。
この冊子の歴史は非常に古く、Lime 1号はみなさんの生まれたころに発行されています。Lime

の閲覧は自由です。部室に置いていますので見てみるとよいでしょう。
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IV 部室利用目安

IV.1 部室内コンピュータ

部室内にはさまざまなコンピュータが動いており、特に図 IV.1の gaiaなどは、常時稼働のサー

バです。このコンピュータを介して部室内のコンピュータはインターネットに接続しています。

また、ハブにつなげればノートパソコンでもインターネットに接続可能です。5号館の 0521教室
（旧 10号教室）や情報処理センターでもインターネットに接続できますが、セキュリティーの関係
上かなりの制約があり、ネットワークプログラミングや最新のプログラムソースの入手などが思う

ようにできないのが実情です。

しかし、部室のインターネットを利用すれば、上記のようなことが自由に行なえます。ただし、

私用に利用しないようにしましょう。

図 IV.1: 部室内コンピュータ
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FreeBSD

上記のコンピュータ配置図において上のWindows搭載のコンピュータが 1台しかないのがわか
ると思います。このクラブでは主に FreeBSDという OSを利用します。電子情報工学科の方なら
Solarisや Linuxなどの UNIX系とよばれる OSを利用することになると思いますが、FreeBSDは
それらの OSとよく似ています。
安定性にすぐれていて、しかも無料であるなどさまざまな理由から本クラブでは FreeBSDを利

用して活動を行なっています。

IV.2 アカウントの取得

FreeBSDは Solarisや Linux, WindowsNT同様アカウントが必要になります。gaiaのアカウン

トを取得するとそこにログインすることができるようになり、ブログラミングなどの作業を gaia上

で行なえるようになります。部員は全員 gaiaのアカウントを取得することができます。くわしくは

上回生の人に訊いてみて下さい。

IV.3 電源管理

コンピュータ本体は別の電源系統をもっています。UPS(無停電電源装置)によって、停電時にも
コンピュータがダウンしないようになっています。

一方の電源系統にはスイッチがあり、退室時に切ることによってムダな電力を消費しないように

しています。

IV.4 カギ管理

通常、部室にはカギがかかっています。部室に来る際には上回生の人かMLに連絡をとって、都
合のいい日時などを相談して下さい。
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V 部役員

V.1 部長・副部長

部の活動の計画などをとりまとめ、それぞれの係と連絡を取って部を運営していきます。また、

行事などにおいて役割分担を決定します。

V.2 会計

部費の徴収や、部予算管理や松ヶ崎祭参加費、インターネット接続料の支払いなど、資金運用に

関する全般の仕事をします。

特にインターネット接続料の支払いを忘れると、インターネットに接続できなくなるので、注意

する必要があります。

V.3 文連委員

文化部連合の会合に参加し、催しや学友会予算の配分を決定しに行きます。
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VI 入部

本クラブの活動に参加してみたいと思ったら、ぜひ入部してください。部員になれば学内の自由

なネット環境や、情報の交換の場などさまざまな利点が得られます。ここでは、入部する際の手続

きなどについて書いていきたいと思います。

まず、入部する時は部長または副部長に連絡を取って下さい。わからない時は、部員の人に頼ん

でも大丈夫です。その後、入部費 (1500円)を会計に支払って下さい。

その後、MLへの登録、gaiaのアカウント、部員名簿への記録が順次行なわれます。もし、イン

ターネット環境が家にない場合は gyarados の AL-MailでMLを見る事ができます。定期的に部室
に来て見るようにしましょう。

新入生歓迎会の連絡が入ると思いますのでぜひ参加して下さい。新入生の参加費は無料です。

入部後はなるべく部室に来るようにしましょう。ただ無理に来る必要はなく、チャットで参加し

たり、メールで情報交換したり、本クラブはさまざまな形で活動に参加する事ができます。わから

ないことがあれば、部室の本で調べたり上回生に訊いたりすることができます。また FreeBSDで
UNIX環境に慣れればコンピュータ関連の授業がかなり楽になります。

部室は自由に入れるよう、なるべく誰かがいるようにしていますが、閉まっている事もあります

ので、MLなどで連絡をとって時間を調整しましょう。

AXEにも定期的に行く事をお勧めします。大学では学べない実務的な事を学ぶ事もでき、また
社会勉強にもなります。
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VII 現部員紹介

大学院生

安達 洋明 (あだち ひろあき) 先端ファイブロ専攻

大宮 広義 (おおみや ひろよし) 電子情報工学専攻
時が過ぎるのは早いもので、もうM2になってしまいました。岡研所属で、ニューラル
ネットをいじくりながら、サーバ運営管理をしているただのDQNです。岡研に座ってい
るとなぜか自然と昆布員が配属されてきて、岡研はもう一昔前の昆布のような雰囲気に

なってますｗ。ちなみに、今の最新流行は筋トレ。これ。今年も昆布員が潜在的に恐れ

ているバネなしローラー (通称ROD)を膝付けなしで肉体派サーバ管理者を目指します。

野川 博司 (のがわ ひろし) 電子情報工学専攻

米田 裕 (よねだ ゆたか) 機械システム工学専攻
「ちゃっつー」とか「ちゃつ」とか呼ばれることが多いです。

コンピュータ部に最も長く籍を置いている人間の一人にもかかわらず満足なことは何一

つできちゃいません。

一応家で自鯖を組んだりして遊んだりもしてますが基本的にヘタレ野郎です。

一応 P/ECEというハードを使ったゲームを企画していますが、現在MMORPGには
まってしまったために進行が止まっています。

わかってましたがアレはやっぱり人間をダメにしますなｗ。

岸田 匡司 (きしだ まさし) 電子情報工学専攻

越本 浩央 (こしもと ひろお) 電子情報工学専攻
HNはあんだーばー。学部の頃は言語ヲタでした。でも最近はもうどうでもいい。どう
せ他人のコードは読みませんから。読むとしたら C/C++ と Lispだけかな。最近は hp
先輩にならい Forthが好み。でも今年入ってからは Fortranばかり書いてる。CGとか
シミュレーションとか文字通り計算することが趣味。「文字」通り計算することは昔好

きでした。CGやりたい方は連絡ください。オモロいネタは一杯あります。あ、最後に
Javaは嫌いです。それから電卓も好き。

春井 宏介 (はるい こうすけ) 電子情報工学専攻
Perlによる CGIスクリプトばかりを作っています。特に最近は、インターネット上の
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Webページを読み込んだりメール送信を利用したりしていろいろ遊んでいます。いい加
減に Perlを卒業しなければとも思っていますが…
そして、CGIスクリプトを好きなように動かせる環境として自宅サーバを（一応）管理
しています。

今後は、Javaや PHPも勉強して使っていきたいと思っています。

松村 宗洋 (まつむら そうよう) 電子情報工学専攻
HNは Lufinといいます。主にサーバ構築関係にはまっています。ネットワーク関係が
好きです。主に CGIなことが好きです。言語は地味に Perl、C、PHP、sh、で頑張る派
ですが、OOPをするときの限界を感じているため、ベタな Javaなどを勉強中・・・。
ヲッチなことやDQ Nなことが大好きです。変なデーモンが好きです、面白い鯖デーモ
ンのアイデアがあれば随時受け付け厨です。

rm -rf .* [Enter]

山本 大介 (やまもと だいすけ) 電子情報工学専攻
部内では「くき」や「はぶさん」と呼ばれています。

プログラミングは、主に Cと perlと Javaでやってます。BASIC, Fortran, Schemeと
かも多少できます。

JavaScript等を使った CGIも得意分野。
電子回路やマイクロコンピュータプログラミングやってます。PIC, M16Cなどなど...。
ロボットやってるうちに、工作とかまで得意になってしまったりしています。

『プログラミングから旋盤加工まで』がモットーです。

重森 晴樹 (しげもり はるき) 電子情報工学専攻
電子工作からマイコン、CGI、DirectShowプログラミングまで幅広く手を出しており、
Windows使いでUnix関係は初心者です。C++を長くやってますが、最近ようやくOOP
な頭になってきた気がします。今後はDirectShowの続きやWebアプリ、デバイスドラ
イバの勉強をしたいです。無節操ですいません。スケジュール管理のWebアプリとデー
タを共有した付箋ソフトの製作を計画中。むしろ誰か作って。

4回生

池野 直樹 (いけの なおき) 電子情報工学科
おもにネットワークやサーバ構築運用が得意というか、その方面のことをメインにあれ

やこれやとしていて、そのほか適当なプログラミングや電子工作など興味のおもむくま

まにいろいろと手を出をだしております。 OS は FreeBSD と Windows を使っていま
すが、遊べて使って面白いのはやっぱり FreeBSD ですね。 Windows は遊べますがそ
れだけで終わりがちです。 皆さんも FreeBSD でコンピュータを真に使える人になりま
しょう

栗岡 嵩 (くりおか たかし) 電子情報工学科
HNはDECといいます。でも最近チャットに行かないのであまりそうよんでくれる人が
いません。わりと幽霊部員です。部室でみかけたら、珍獣でも見るような目で見てやっ
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てください。

CVSを入れようとして失敗したり、FreeBSDを使おうとして挫折したりして、今まで
結局たいした事はやれてません。

松ヶ崎祭（文化祭）が近づくと少し元気になるので、その頃には結構顔を出すと思い

ます。

田村 航 (たむら わたる) 電子情報工学科
最近、細々とFreeBSDでサーバ構築をはじめました。まだまだ始めたばかりで、FreeBSD
のコマンドも使いこなせてるかどうかあやしいのですが、最近は専ら FreeBSDへ興味
が注がれているので、少しでも理解を深められたらと思っています。僕はプログラミム

を書いたりするのが、苦手なので多少なりとも苦手意識を克服できるよう努力するつも

りです。昨年度、部長だった手前もありますので、後ろから部を支えていきたいと思い

ます。

頓宮 大介 (とんぐう だいすけ)電子情報工学科
はっきり言って、興味のあった事を調べる程度で、あまり知識はありません。昨年は部

内の会計とかをしていました。活動については勉強会に出る程度で、自主的には何もし

ていませんでした。そのため、ｃ言語すら忘れかけているので、今年はプログラミング

や、ネットワーク関係について、積極的に勉強していこうと思っています。（まぁ、就活

やら卒論らで忙しくなってしまうかも知れませんが…）

安達 彰典 (あだち あきのり) 電子情報工学科

3人目の安達ということで、ここでは “c”などと呼ばれています。面白いので自分では
ちょっと気に入っています。

主に VC++，BorlandC++，PHPでオブジェクト指向プログラムを書いたりします。
DirectXを使った 3Dゲームから、通信販売用システムまで広くやります。絵も自前で
書きます。

夏頃には新しいゲームが出来ているかもしれません。一度やってみて、是非感想を聞か

せてください。

3回生

高篠 豪 (たかしの つよし) 電子情報工学科
HNは tsutaと言います。故あって休学中。
昨年は文連委員会計等、事務面で忙しい日々を送って居ましたが、反面学習面はさっぱ

りでした。

今年は休学中と言う事もあり、情報関連に限らず生物や文科系等幅広く勉強して、自分

の視野お広げて行こうと思います。

先にも書いた通り、予定では今年度一杯、少なくとも前期の間は休学している為、新入

生の方と顔を合わせる機会は少ないかと思われますが、宜しくお願いします。

2回生
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高井 真也 (たかい しんや) <部長> 電子情報工学科

いろいろ知識を仕入れているはずなのですが、最近はそれを上回る勢いで流出しがち。

Cやら x86アセンブラやらを使って…使ってるだけです。なんかアレやらナニやらがア
レなことになったりしていて困ったものです。とりあえずあまり必要とされないところ

で何かと妙なのを思いつくのは得意なほうだと自負しているのですが、思いつくだけな

のがたまにキズ。好きなジャンルは客観的に最適化できる分野。少ないコストで最高の

パフォーマンスを！

久保 達彦 (くぼ たつひこ) <副部長> 電子情報工学科

パソコン歴は一年です。去年は主に Cを学習しました。まだまだ学習不足ですが、先輩
の協力のおかげで簡単な STGを作ることができました。今も改良を続けています (それ
でもまだまだですが)。最近、電子工作を始めました。いきなりヒューズを二つほど駄目
にしてしまうなど悪戦苦闘中です。いつかはその辺のを自由に改造・設計できるように

なったらなあ、と思ったりする今日この頃です。その道のりははてしなく遠そうですが。

若松 健 (わかまつ たけし) <会計> <文連委員> 電子情報工学科

プログラミングは、主に Cでやっています。今年は、オブジェクト指向プログラムを書
きたいなと思っています。それには言語学習が必要ですが…。最近は、プログラミング

よりもWebページの作成に時間を費やしているような気がしますが、そんなに凝った
ものでもなかったり…。クロスワードやイラストロジック等地味にアタマを使うものが

大好きです。パソコンを開くと、まずWindowsを起動してしまう窓な人です。

臼木 由美子 (うすき ゆみこ) 物質工学科
まだプログラミングはあまり出来ていませんが、今年は Javaを用いてGUIを利用した
Windowsアプリケーションを作ってみたいと思っています。
RPGや STGなどのゲームが好きなので、作りたいと思うプログラムにもそういったも
のが増えるかと思います。

兼部しているためなかなかこちらに時間を割けませんが、程々にやっていくつもりです。
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編集後記

この Limeには、新入部員の方が部活動をはじめるにあたって、知っておいてもらいたい事や後

輩へ記録として残しておくべきことが書かれています。

入部したての頃は、なかなか部員の名前やその人の詳しい分野などが分かりにくく、また、部活

動や恒例行事への参加も疎くなりがちです。この Limeを読んでもらえれば、そのようなことは少

なくなるのではないかと思います。行事についても書いてあるので、いつ頃にどんなことがあるの

かがわかると思いますし、その行事の準備も、なるべく早いうちから取りかかれることと思います。

実りある大学生活にするためにも、新入部員のみなさんにはなるべく早く大学生活に慣れても

らって、コンピュータ部を活かしていってもらいたいと思います。

平成 16年 4月 5日 編集担当 若松健


